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　６月13～25日まで矢臼別演習場で米海兵隊による実弾射撃訓練を実施します。
　矢臼別演習場関係機関連絡会議では、同演習場での米軍の実弾射撃訓練が固定化されないことや夜間訓
練の自粛、騒音対策、規律の維持などについて申し入れを行いました。
　本町でも、「標茶町米海兵隊実弾射撃訓練対策本部（本部長： 町長）	」を設置し、実施機関などとの連
絡体制の強化や周辺住民の皆さんへの情報提供に努めていきます。
　訓練内容は下記のとおりですが、訓練期間中における騒音や振動の
苦情などがありましたら、下記へ連絡してください。
■日程／６月13日㈬～25日㈪のうち10日間
■射撃時間／午前８時30分～午後10時
■規模／①人員		約430人
　　　　②車両		約100両
　　　　③砲数		12門
■問い合わせ／役場企画財政課企画調整係（２階⑯番窓口☎485-2111内線222）
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矢臼別演習場米海兵隊実弾射撃訓練に
向け対策本部を設置

既存住宅の
耐震改修費を
助成します

耐震改修に向けた
取り組みの
お知らせ
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　電波は、携帯電話や人命・財産を保護する防
災無線など社会生活に不可欠なものですが、不
法無線局は重要無線通信やテレビ放送を妨害す
るなど、社会的な問題を発生させています。
　電波の利用には原則として免許が必要です。
また、特定小電力トランシーバー、無線LAN
機器などの無線機を購入するときは、必ず ｢技
適マーク｣がついているかを確認してください。
技適マークのついていない外国規格などの製品
をそのまま国内で使用することは、法律で禁止
されています。
　このため総務省では、６月１日の「電波の日」
から10日間を『電波利用環境保護周知啓発強化
期間』と定め、電波利用に関するルールの周知・
啓発運動を展開します。

消防だより
ホームページ
 http://www.town.shibecha. hokkaido.jp/~sfsma/

標茶消防署☎485-2021

　標茶消防署佐藤直幸士長は平
成23年９月から平成24年３月ま
での約７カ月間、東京都での救
急救命士研修を終え、救急救命
士国家資格に合格しました。標
茶消防署11人目の救急救命士誕
生となります。

佐藤士長から一言
最新の知識と技術を提供できるように努力し救急救命士
として皆様のお役に立てるよう頑張ります。

■試験日／８月26日㈰　　■場所／釧路市ほか６市
■種類／甲種・乙種・丙種
■書面申請受付期間／７月11日㈬～20日㈮
■電子申請受付期間／７月８日㈰～17日㈫
■問い合わせ／標茶消防署
※	インターネットで「電子申請」も可能です。
　㈶消防試験研究センターのホームページ
　（http://www.shoubou.shiken.or.jp）

　標茶消防団が７月19日
㈭に開催される、平成24
年度北海道消防操法訓練
大会に出場します。この
大会は、消防技術の向上
と士気の高揚を図り、消
防活動の充実強化に寄与
する事を目的とし、規
律、節度、敏しょう性、
チームワーク、各隊の安
全性などを審査する大会
で、道内14チームが日ご
ろの訓練の成果を披露し
ます。
　今年、標茶消防団は小
型ポンプ操法に出場しま
す。前回、前々回出場時
には優勝、準優勝を果た
しており、今年は全国大
会優勝をという大きな目
標のもと、日々訓練に励
んでいます。
　訓練進行状況について
は標茶消防署ホームペー
ジに随時掲載予定です。

危険物取扱者試験のお知らせ

北海道消防操法訓練大会に
出場します

指揮者
 気仙 昌樹

１番員
 遠藤 謙二

２番員
 倉内 秀和

３番員
 栗田 　勇

補助員
 河野 了俊

６月１～10日は電波利用環境保護周知啓発強化期間です

■問い合わせ／北海道総合通信局
　（http://www.soumu.go.jp/soutsu/hokkaido/）
◦不法無線局、混信・妨害、電波の安全性（☎011-737-0099）
◦テレビ・ラジオの受信障害（☎011-737-0033）
◦電話・インターネットに関する相談（☎011-709-3956）
◦電波利用料（☎011-709-6000）
◦その他行政相談（☎011-709-3550）
※	受付時間は、午前８時30分～正午、午後１～５時
　（土・日曜日、祝日は除く）

STOP！不法電波 あなたの無線機、技適マークついてる？

新救急救命士の紹介


